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峰の沢鉱山（日本鉱業ＫＫ）中国人死者�
�
死亡場所�
死亡時期�
人数�
�
中国～二俣駅�
12/23～1/6（15日間）�
15人�
�
峰の沢鉱山�
1月中（25日間）�
30人�
�
�
2月中（28日間）�
18人�
�
�
4月初旬まで（33日間）�
18人�
�
�
計�
66人�
�
死者合計（日立鉱山での死者は含まず）�
81人�
�
強制連行数�
197人�
�
死亡率：（81／197）�
41.1%�
�
死者平均年齢（16歳～58歳）�
31.5歳�
�
（治安維持法国賠同盟資料より）








高い。日立鉱山へ移送後の安否は不明ですが、仮に同じ比率で死亡したとすれば、全体の死亡率は七〇％を超えます。


死因の記録は残されていませんが、栄養失調・寒さ大腸カタルなどの病・プラス重労働と推測されます。


妙蓮寺元住職の奥様


加藤さんのお話


「死因は鉱山での酷使というより栄養失調、拉致による気力喪失が主。鉱石採掘に従事できる体力ではなかったので、鉱石･材木の運搬や下働きをしていた。毎日のように死者が出た。」「仲間の死体を墓地まで運ぶのにも、大勢でやっと、という状態。棺桶を下ろすと皆そこにへたり込んでしまった。」「食糧事情も酷く、芋などを差し入れてあげた人もいたようだ。」


住職は戦地に行って不在。奥様が死体の埋葬に立ち会われたそうです。


戦後、遺骨収集と中国への返還が行われ、妙蓮寺境内に慰霊碑が建立。 毎年慰





四万五千人強制連行


太平洋戦争末期、日本は労働力不足を補うため、四万五千人の中国人を強制的に連行し、炭鉱、鉱山、建設現場などで働かせて多くの命を奪いました。


日本軍・官憲は、働くことの出来る男性を手当たりしだい拉致、俘虜収容所に監禁。食事は極めて粗末。衛生状態も劣悪、大半は栄養失調で病人の状況。


二俣駅でも二人死亡


一九四四（昭和一九）年一二月二三日、一九七人が貨物船で日本へ。下関港上陸、貨車で二俣駅到着が翌年一月六日。移送中に一五人が死亡しました。　


全体で八一人、四一％死亡


三月末に鉱山火災で休鉱。四月初めに中国人全員、茨城県の日立鉱山に移りましたが、この間、移送中も含めると死者は八一人（左図参照）。一九七人の四一％にのぼる。全国平均一七･五％に比べ非常に
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霊祭が行なわれています。


中国人だけでなく、沢山の朝鮮人も働かされていたことも忘れてはならない事です。私達の身近な所に、このような非情な歴史があったという事実を、　　


　　しっかり受け止めなければなり　　　


　　ません。


以上『天竜平和を守る会』総会で発表した文章の概略です。竜山町下平山妙蓮寺の元住職の奥様･加藤さんのお話と、「治安維持法国賠同盟」発行の資料をもとにまとめました。


ご一緒に【慰霊碑】に参拝して下さった医療生協の方々、妙蓮寺の若い住職にも御礼申し上げます。
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【中国人殉難慰霊碑】　　


竜山町下平山　妙蓮寺境内あ
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峰の沢鉱山全盛期の同地域全景


太平洋戦争末期には銅採掘の労働者不足を補うため朝鮮人も大勢動員された。　最盛期には社宅700戸、スーパー、映画館を擁する竜山随一の繁華街･文化地域であった。　


村の人口も昭和30年代前半には7000人を数えたが、鉱山が


1969（昭和44）年閉鎖するや、急激に減少。峰の沢地域も、雑草におおわれた社宅跡が時代の激変を物語るのみ。


写真は１９６０年代前半のもの








第一〇回総会


　二〇一〇年四月二五日、二俣公民館において、天竜平和を守る会（九条の会）の第一〇回定期総会を開きました。


　総会には、中谷多加二県議会議員、野尻護市議会議員、水谷浩三のお三方から、激励のメッセージを頂きました。


　スタッフには、鈴木忠美会長初め一九名を選出。陸軍中野学校、峰の沢鉱山などの調査活動、戦争体験者、戦没者遺族などとの交流も深めようという方針を決めました。








